
ZENworks 2017 Update 2 システム要件

2018 年 2 月
次のセクションでは、ハードウェアとソフトウェアに関する ZENworks 2017 Update 2 の要件につ

いて説明します。

 1 ページのセクション 1「プライマリサーバ要件」

 5 ページのセクション 2「仮想アプライアンスの要件」

 5 ページのセクション 3「管理対象デバイスの要件」

 14 ページのセクション 4「サテライト要件」

 18 ページのセクション 5「データベースの要件」

 20 ページのセクション 6「Reporting Server のサポート」

 20 ページのセクション 7「LDAP ディレクトリ要件」

 21 ページのセクション 8「インベントリ対象デバイスの要件」

 23 ページのセクション 9「モバイル管理のサポート」

 24 ページのセクション 10「管理ブラウザ要件」

 24 ページのセクション 11「ユーザ要件のインストール」

 24 ページのセクション 12「サポートされるスマートカードおよびスマートカードリーダ」

 24 ページのセクション 13「保証と著作権」

1 プライマリサーバ要件
プライマリサーバソフトウェアをインストールするサーバが次の要件を満たしていることを確認し
ます。

項目 要件 追加の詳細

サーバ使用
方法

使用するサーバには、プライマリサーバが実行す
るタスク以外のタスクを処理する能力があるかも
しれません。ただし、プライマリサーバソフト
ウェアをインストールするサーバは、ZENworks
に対する作業目的でのみ使用することを推奨しま
す。

たとえば、サーバで次の項目を実行したく
ない場合があります。

 Novell eDirectory のホスト

 Active Directory のホスト

 ターミナルサービスのホスト
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オペレー
ティングシ
ステム - 
Windows

 Windows 2012 Server x86_64 (Foundation、
Essential、Standard、および Datacenter の
各エディション )

 Windows 2012 Server R2 x86_64 
(Foundation、Essential、Standard、および

Datacenter の各エディション )

 Windows 2016 Server x86_64 (Essential、
Standard、Datacenter および Storage の各エ

ディション )

クラスタ環境内のサーバへのインストール
はサポートされません。

オペレー
ティングシ
ステム - 
Linux

 SLES 11 SP3 x86_64

 SLES 11 SP4 x86_64

 SLES 12 x86_64

 SLES 12 SP1 x86_64

 SLES 12 SP2 x86_64

 SLES 12 SP3 x86_64

重要

 SLES 12 では、ZENworks サーバをイ

ンストールするには libXtst6-32bit-
1.2.2-3.60.x86_64.rpm が必要です。

この rpm は SLES 12 のメディアに収

録されています。

 ZENworks がすでにシステムにインス

トールされている場合は、オペレー
ティングシステムのメジャーインプ
レースアップグレード ( たとえば

SLES 11 SP4 から SLES 12) を実行

しないでください。問題が発生し、
プライマリサーバの入れ替えが必要
になる場合があります。

サーバの入れ替え方法の詳細につい
ては、『ZENworks Disaster Recovery 
Reference』の「Replacing Primary 
Servers」を参照してください。

プロセッサ 速度 : 2.0GHz 以上

タイプ : クアッドコア以上

RAM 8GB ( 最小 )、12GB 以上 ( 推奨 ) 最初の 3000 台のデバイスに 8GB

追加のデバイス 3000 台ごとに 1GB の

RAM を追加

項目 要件 追加の詳細
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ディスク容
量

インストール用に 20GB。コンテンツの量によっ

ては、領域を分散する必要があります。 

ZENworks データベースではデバイス 1000 台ごと

に 10GB を追加し、Audit データベースではデバイ

ス 5000 台ごとに 10GB を追加します。

tmp ディレクトリ用には 500MB を推奨。このディ

スク容量は、パッケージの再構築および編集のた
めに必要です。

パッチ管理ファイルストレージ ( ダウンロードさ

れたパッチコンテンツ ) には、少なくとも 25GB
の追加空き容量が必要です。パッチ管理が有効な
場合、すべてのコンテンツレプリケーションサー
バにも、同じ容量の追加空き容量が必要です。
Patch Management を別の言語で使用している場

合、各サーバにも言語ごとにこのサイズの追加容
量が必要です。 

ZENworks データベースファイルおよび

ZENworks コンテンツリポジトリは非常に

大きくなる可能性があるので、別のパー
ティションまたはハードディスクを用意す
ることが必要になる場合があります。

Windows サーバでデフォルトのコンテン

ツリポジトリの場所を変更する場合の情報
については、『ZENworks Primary Server 
and Satellite Reference』の「Content 
Repository」を参照してください。

Linux サーバの場合は、/var/opt ディレクト

リを大容量のパーティションに配置するこ
とをお勧めします。このディレクトリには
データベース ( 組み込まれている場合 ) お
よびコンテンツリポジトリが格納されま
す。

/etc ディレクトリに必要なスペースが少な

くてすみます。

画面解像度 ビデオアダプタ : 256 色

画面解像度 : 1024 × 768 以上

ファイルシ
ステム

組み込み Sybase をデバイスにインストールした

場合は、ZENworks Configuration Management を
インストールしたドライブのファイルシステムが、
4GB を超えるファイルをサポートすることを確認

してください。

DNS の解決 管理ゾーン内のサーバおよびワークステーション
は、適切に設定された DNS を使用してデバイスの

ホスト名を解決する必要があります。適切に設定
されていないと、ZENworks の一部の機能が正し

く動作しません。DNS が正しく設定されていない

と、サーバは互いに通信できず、ワークステー
ションはサーバと通信できません。

サーバ名は、アンダースコアを含めないなど、
DNS の要件をサポートしている必要があります。

要件をサポートしていないと、ZENworks のログ

インに失敗します。使用できる文字は、文字 a ～

z ( 大文字と小文字 )、数字、およびハイフン (-) で
す。

注 : Linux プライマリサーバのホスト名に大文字が

含まれる場合、そのサーバ上にある /etc/hosts ファ

イルにサーバのホスト名を追加する必要がありま
す。

項目 要件 追加の詳細
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IP アドレス サーバは、静的な IP アドレスまたは永久にリース

される IP アドレス (DHCP 設定の場合 ) を持つ必

要があります。

IP アドレスはターゲットサーバのすべての NIC に

バインドされる必要があります。

IP アドレスがバインドされていない NIC
を使用しようとすると、インストールはハ
ングします。

Microsoft 
.NET 
(Windows
のみ )

ZENworks 2017 をインストールするには、

Windows のプライマリサーバに Microsoft .NET 
4.5 Framework およびその最新の更新をインス

トールし、実行している必要があります。

.NET 4.5 Client Profile ではなく完全な .NET 4.5 
Framework がデバイスにインストールされている

ことを確認してください。

Windows Server 2012 では、デフォルトで

.NET 4.5 を使用できます。ただし、その有

効化が必要です。ZENworks のインストー

ル中に .NET を有効にするオプションが表

示されます。このオプションを選択する
と、.NET が自動的に有効になります。 

ファイア
ウォール設
定 : TCP お

よび
UDP ポート

ZENworks インストーラにより、インストール中

に複数の TCP および UDP ポートが開かれます。

ZENworks に必要なポートが使用中の場合、

ZENworks インストーラによって、別のポートを

設定するようプロンプトが表示されます。 

重要 : インストールまたはアップグレード時に
ファイアウォールが無効になっている場合は、
ファイアウォールが有効になったときにファイア
ウォール設定で手動でポートを開いてください。 

TCP ポートと UDP ポートのリスト、およ

び ZENworks でのそれらの用途について

は、『ZENworks プライマリサーバおよび

サテライトリファレンス』の「TCP and 
UDP Ports Used by ZENworks Primary 
Servers」を参照してください。

サポートし
ているハイ
パーバイザ

プライマリサーバソフトウェアは、次の仮想マシ
ン環境にインストールできます。

 VMware Workstation 11.0 以降

 Citrix XenServer 6.5、7.x

 SLES 11 SP4、SLES 12、SLES12 SP1、
SP2、SP3 上の XEN

 VMware ESXi 5.x および 6.x

 Microsoft Hyper-V Server 2012、2012 R2、
および 2016

 リリースされたバージョンのゲスト

オペレーティングシステム (VM) のみ

がサポートされます。試験的なゲス
トオペレーティングシステムはサ
ポートされません。

 ゲストオペレーティングシステムは、

VM 作成時に指定されたオペレーティ

ングシステムと一致する必要があり
ます。たとえば、VM の作成時にゲス

トオペレーティングシステムを
Windows Server 2012 と指定した場

合は、実際のゲストオペレーティン
グシステムも Windows Server 2012
でなければなりません。

 ZENworks Virtual Appliance は Citrix 
XenServer には展開できません。 

項目 要件 追加の詳細
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2 仮想アプライアンスの要件

3 管理対象デバイスの要件
ZENworks Agent はプライマリサーバを含むすべての管理対象デバイスにインストールされる、管

理ソフトウェアです。 

 6 ページのセクション 3.1「Windows 管理対象デバイスの要件」

 10 ページのセクション 3.2「Linux 管理対象デバイスの要件」

 12 ページのセクション 3.3「Macintosh 管理対象デバイスの要件」

項目 要件 追加の詳細

ZENworks Virtual Appliance  RAM: 8GB ( 推奨 )

 ディスク容量 : 60GB ( 最小 )

ZENworks Virtual Appliance は次の

仮想マシン環境に展開できます。

 VMware Workstation 11.0 以降

 VMware ESXi 5.x および 6.x

 Microsoft Hyper-V Server 
Windows 2012、2012 R2、
2016

 SLES 11 SP4、SLES 12 上の

XEN、および各サポートパッ

ク

ZENworks Virtual Appliance は次の

環境には展開できません。 

 Citrix XenServer
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3.1 Windows 管理対象デバイスの要件

ZENworks 2017 は、次の要件を満たす Windows のワークステーションとサーバを管理できます。

管理対象デバイスで ZENworks Full Disk Encryption の使用を予定している場合、デバイスは

『ZENworks Full Disk Encryption Agent リファレンス』の「システム要件」に記載の追加要件を満た

している必要があります。

項目 要件 追加の詳細

オペレーティングシステ
ム : Windows サーバ

 * Windows Server 2008 SP2、x86、
x86_64 (Standard、Enterprise、
Datacenter)

 * Windows Server 2008 R2

 Windows 2008 R2 Server SP1 
x86_64 (Standard、Enterprise、
Datacenter)

 Windows 2012 Server x86_64 
(Foundation、Essential、Standard、
および Datacenter)

 Windows 2012 R2 Server x86_64 
(Foundation、Essential、Standard、
Datacenter)

 Windows 2016 Server x86_64 
(Essential、Standard、Datacenter
および Storage)

重要 : アスタリスク (*) は、Windows 
Server 2008 SP2 および Windows Server 
2008 R2 SP0 が、後方互換性モード ( 古
いバージョンのエージェントがインス
トールされる ) でサポートされることを

示しています。 

後方互換性モードでは、11.x バージョン

のエージェントは更新できませんが、管
理することはできます。古いバージョン
のエージェントで、新しい管理対象デバ
イスとサテライトサーバをゾーンに登録
して管理することもできますが、その古
いエージェントをアップグレードするこ
とはできません。 
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オペレーティングシステ
ム : Windows ワークス

テーション

 Windows 7 SP1 x86、x86-64 
(Professional エディション、

Ultimate エディション、および

Enterprise エディション )

 Windows Embedded 7 SP1

 Windows 8 x86、x86_64 
(Professional エディションおよび

Enterprise エディション )

 Windows Embedded 8

 Windows 8.1 Enterprise および

Professional x86 および x86_64

 Windows Embedded 8.1 

 Windows 10 x86、x86_64 
(Professional、Enterprise、
Education の Fall Creators Update
まで )

 Windows 10 x86、x86_64 (2016 
Enterprise および 2016 LTSB の各

エディションまで )

 Windows Embedded 10 (LTSB エ

ディション )

 * Windows XP SP3 x86 
(Professional および Enterprise)

重要

 エージェントをインストールまたは

更新する前に、Microsoft .NET 4.5 
Framework およびその最新の更新

が Windows 管理対象デバイスにイ

ンストールされ、実行されているこ
とを確認する必要があります。

 アスタリスク (*) は、Windows XP が

後方互換性モードでのみサポートさ
れる ( エージェントの 11.x バー

ジョンのみがサポートされる ) こと

を示しています。

 Windows 7 SP0はサポートされませ

ん。

管理対象デバイス名は 32 文字までで

す。デバイス名が 32 文字を超える場

合、このデバイスはインベントリに含
まれません。また、デバイス名が固有
で、デバイスがインベントリレポート
で適切に認識されるようにしてくださ
い。

重要

 ZENworks は、旧バージョン

(Windows 7、Windows 8、および

Windows 8.1) から移行された

Windows 10 をサポートします。

Microsoft は、旧バージョンの

Windows から Windows 10 へ移行

する際に、異なるエディション間
ではアプリケーションを保持しま
せん。そのため、異なるエディ
ション (Windows の旧バージョン )
から Windows 10 に移行する場合、

ZENworks を利用できません。

次に例を示します。

Windows 7 Enterprise から

Windows 10 Enterprise または

Enterprise LTSB はサポートされま

す。

Windows 8 Enterprise から

Windows 10 Education はサポート

されません。

オペレーティングシステ
ム : シンクライアント

セッション

 Windows Server 2012 SP2 

 Windows Server 2012 R2 SP1 

 Windows 2016 Server x86_64 

 Citrix XenApp 6.0、6.5、7.x (7.6 以

降 )

項目 要件 追加の詳細
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ハードウェア ハードウェアの最小要件は次のとおりで
す。これらの要件またはオペレーティン
システムで指定されるハードウェア要件
のうち、要件が高い方を使用します。

 プロセッサ :Pentium III 700MHz、ま

たは相当する AMD または Intel

 RAM: 256MB ( 最小 )、1GB ( 推奨 )

 ディスク容量 : インストールの場合

230MB( 最小 )、実行の場合

4GB( 推奨 ) 配布する必要のあるコ

ンテンツの量によって、この数値は
大きく異なります。

エージェントがコンテンツまたはイ
メージングサテライトの役割に昇格
されている場合は、それに応じて、
ディスク容量を増やしてください。

 ディスプレイ解像度 : 1024 × 768 
(256 色 )

Microsoft .NET ZENworks 2017 をインストールするに

は、Windows 管理対象デバイスに、

Microsoft .NET 4.5 のフレームワークと最

新アップデートをインストールして実行
している必要があります。

Windows 8、Windows 8.1、および

Windows Server 2012 では、デフォル

トで .NET を利用できます。ただし、こ

れらのデバイスにエージェントを展開
するには、その前に .NET フレームワー

クを有効にする必要があります。 

Microsoft Windows 
Installer

ZENworks 2017 をインストールするに

は、Windows 管理対象デバイスに、

Microsoft Windows Installer 4.5 以上をイ

ンストールし、実行している必要があり
ます。

PreAgentPkg_AgentCompleteDotNet.exe
スタンドアロンパッケージの展開を選
択した場合は、Windows Installer 4.5 が

自動的にインストールされます。
PreAgentPkg_Agent.exe ネットワーク

パッケージまたは
PreAgentPkg_AgentComplete.exe スタン

ドアロン (.NET 必須 ) パッケージの展

開を選択した場合は、Windows Installer 
4.5 以上を手動でインストールしてか

ら、エージェントのインストールを開
始する必要があります。 

TCP ポート 7628 ZENworks コントロールセンターで管

理対象デバイスの ZENworks Agent の
ステータスを表示するために、
Windows ファイアウォールを使用して

いる場合、ZENworks はデバイスの

ポート 7628 を自動的に開きます。ただ

し、別のファイアウォールを使用して
いる場合は、このポートを手動で開く
必要があります。

ZENworks コントロールセンターから

クライアントにクイックタスクを送信
する場合は、デバイスのポート 7628 も

開く必要があります。

項目 要件 追加の詳細
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5950 ZENworks Agent が実行されているリ

モート管理では、デバイスはポート
5950 でリスンします。

このポートは ZENworks コントロール

センター (［設定］タブ >［管理ゾーン

の設定］>［デバイス管理］>［リモー

ト管理］) で変更できます。

リモート管理は ZENworks 
Configuration Management でのみ使用

されます。

サポートしているハイ
パーバイザ

ZENworks 管理対象デバイスソフトウェ

アは、次のハイパーバイザにインストー
ルできます。

 XEN (Citrix XenServer 6.5、7.x)

 SLES 上の XEN (SLES 11 SP4、
SLES 12 SP1、SP2、SP3 上の
XEN)

 VMware ESXi 5.x および 6.x

 Microsoft Hyper-V Server 2012、
2012 R2、および 2016

リリースされたバージョンのゲストオ
ペレーティングシステム (VM) のみがサ

ポートされます。試験的なゲストオペ
レーティングシステムはサポートされ
ません。

ゲストオペレーティングシステムは、
VM 作成時に指定されたオペレーティン

グシステムと一致する必要があります。
たとえば、VM 作成時にゲストオペレー

ティングシステムを Windows Vista と

指定した場合は、実際のゲストオペ
レーティングシステムも Windows Vista
でなければなりません。

ZENworks Virtual Appliance は Citrix 
XenServer には展開できません。

サポートされる仮想デス
クトップインタフェース

ZENworks 管理対象デバイスソフトウェ

アは、次の仮想デスクトップインタ
フェース (VDI) 環境にインストールでき

ます。: 

 Citrix XenDesktop 7.x にインストー

ルするための前提条件

 VMware Horizon View 6.x および 7.x

 Microsoft VDI Windows 2012、2012 
R2、2016

 XenDesktop 7.x

 XenApp 7.x

項目 要件 追加の詳細
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3.2 Linux 管理対象デバイスの要件

ZENworks 2017 は、次の要件を満たす Linux のワークステーションとサーバを管理できます。

Client for Open 
Enterprise Server 2 SP4/
Novell Client

Novell Client は必要ありません。ただし、

管理対象デバイスでの Novell Client の使

用を選択する場合、次のバージョンが
ZENworks でサポートされています。

 Client 2 SP4 以上 (Windows 7、8、
8.1、および Windows 10 の場合 )

 Client 2 SP4 以上 (Windows Server 
2008、2008 R2、および 2012 の場

合 )

項目 要件 追加の詳細

項目 要件

オペレーティングシステム : 
サーバ

 SLES 11 SP3 x86、x86-64 (Intel プロセッサと AMD Opteron プロセッ

サ )

 SLES 11 SP4 x86、x86-64 (Intel プロセッサと AMD Opteron プロセッ

サ )

 SLES 12 SP1 x86、x86_64

 SLES 12 SP2 x86、x86_64

 SLES 12 SP3 x86、x86_64

 Open Enterprise Server 11 SP1 x86 および x86_64

 Open Enterprise Server 11 SP2 x86 および x86_64

 Open Enterprise Server 11 SP3 x86 および x86_64

 Open Enterprise Server 2015 (OES 2015) x86 および x86_64

 Open Enterprise Server 2015 SP1 (OES 2015 SP1) x86およびx86_64

 Open Enterprise Server 2018 x86_64
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オペレーティングシステム : 
ワークステーション

 SLED 11 SP3 x86、x86_64 (Intel プロセッサおよび AMD Opteron プロ

セッサ )

 SLED 11 SP4 x86、x86_64 (Intel プロセッサおよび AMD Opteron プロ

セッサ )

 SLED 12 x86、x86_64

 SLED 12 SP1 x86、x86_64

 SLED 12 SP2 x86、x86_64

注 : SLED 12 SP2 Linux ディストリビューションでは、パッチスキャ

ンプロセスを実行する際の前提条件として、rpm-python がインス

トールされている必要があります。詳細については、『ZENworks 
2017 Update 1 Patch Management Reference』を参照してください。

 SLED 12 SP3 x86、x86_64

 Red Hat Enterprise Linux 6.7、6.8、6.9 (RHEL 6.7、RHEL 6.8、
RHEL 6.9)、x86、x86_64 (AS および ES) (LPM サブスクリプション

なし )

 * RHEL 7.0、7.1、x86、x86_64 (LPM サブスクリプションなし )

 RHEL 7.2、7.3、7.4 (LPM サブスクリプションなし )

 科学 Linux 6.7、6.8、6.9、x86、x86_64

 * 科学 Linux 7.0、7.1、x86、x86_64 (LPM サブスクリプションなし )

 科学 Linux 7.2、7.3、7.4、x86_64 (LPM サブスクリプションなし )

アスタリスク (*) は、そのプラットフォームが後方互換性モードでサポー

トされる ( 古いバージョンのエージェントが実行される ) ことを示してい

ます。

ハードウェア  プロセッサ : 最小要件 - Pentium IV 2.8GHz 32 ビット (x86) および

64 ビット (x86_64)、あるいは同等の AMD または Intel のプロセッサ

 RAM: 512MB ( 最小 )、2GB ( 推奨 )

 ディスク容量 : インストール用 230GB ( 最小 )、実行用 4GB ( 推奨

) 配布する必要のあるコンテンツの量によって、この数値は大きく異

なります。

 画面解像度 : 1024×768、256 色 ( 最小要件 )

ホスト名の解決  サーバは、DNS( 推奨 ) などの方法を使用して、デバイスのホスト名を

解決する必要があります。

 サーバ名は、名前にアンダースコアを含めないなど、DNS の要件を

サポートしている必要があります。要件をサポートしていないと、
ZENworks のログインに失敗します。使用できる文字は文字 a-z( 大
文字および小文字 )、数字、およびハイフン (-) です。サーバのホス

ト名に大文字が含まれる場合、そのサーバ上にある /etc/hosts ファイ

ルにサーバのホスト名を追加する必要があります。 

DNS を使用する場合、正しくセットアップしないと、ZENworks の

一部の機能が動作しない可能性があります。

項目 要件
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3.3 Macintosh 管理対象デバイスの要件

ZENworks は、次のオペレーティングシステムが実行されている Macintosh ワークステーションを

管理できます。

 12 ページのセクション 3.3.1「* Macintosh 10.8.3 (Mountain Lion)」

 13 ページのセクション 3.3.2「* Macintosh 10.9.x (Mavericks)」

 13 ページのセクション 3.3.3「* Macintosh 10.10.x (Yosemite)」

 13 ページのセクション 3.3.4「Macintosh 10.11.x (EL Capitan)」

 14 ページのセクション 3.3.5「Macintosh 10.12.x (Sierra)」

 14 ページのセクション 3.3.6「Macintosh 10.13.x (High Sierra)」

3.3.1 * Macintosh 10.8.3 (Mountain Lion)

IP アドレス  サーバには静的な IP アドレスが必要です。 

 複数のNICを搭載している場合は、すべてのNIC上で IPアドレスをバ

インドすることを推奨します。ただし、ZENworks は、IP アドレス

が 1 つ設定されていれば動作します。

TCP ポート : 7628 ファイアウォールゾーンにネットワークインタフェイスを割り当てる必要
があります。このゾーンには、ZENworks 2017 によって使用されるポート

を管理するため、ファイアウォールのルールが適用されます。

サポートしているハイパーバイ
ザ

ZENworks 管理対象デバイスソフトウェアは、次のハイパーバイザにイン

ストールできます。

 XEN (SLES 11、SLES 12、および Citrix XenServer 6.5、7.x)

 VMware ESXi 5.x、6.x

 Microsoft Hyper-V Server 2012、2012 R2、および 2016

さらに、次の要件が適用されます。

 リリースされたバージョンのゲストオペレーティングシステム (VM)
のみがサポートされます。試験的なゲストオペレーティングシステム
はサポートされません。

 ゲストオペレーティングシステムは、VM 作成時に指定されたオペ

レーティングシステムと一致する必要があります。たとえば、VM 作

成時にゲストオペレーティングシステムを SLES 12 と指定した場合

は、実際のゲストオペレーティングシステムも SLES 12 でなければ

なりません。

 ZENworks Virtual Appliance は Citrix XenServer には展開できません。

項目 要件

項目 要件

バージョン 10.8.x 

サポートされるアーキ
テクチャ

64 ビット
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3.3.2 * Macintosh 10.9.x (Mavericks)

3.3.3 * Macintosh 10.10.x (Yosemite)

3.3.4 Macintosh 10.11.x (EL Capitan)

ハードウェア  プロセッサ Intel Core 2 Duo

 ディスク容量 : 実行用 2GB ( 推奨 )

 ディスプレイ解像度 : 1024 × 768 (256 色 ) 最小

TCP ポート 7628

項目 要件

項目 要件

バージョン 10.9.x 

サポートされるアーキ
テクチャ

64 ビット

ハードウェア  プロセッサ Intel Core 2 Duo

 ディスク容量 : 実行用 2GB ( 推奨 )

 ディスプレイ解像度 : 1024 × 768 (256 色 ) 最小

TCP ポート 7628

項目 要件

バージョン 10.10.x 

サポートされるアーキ
テクチャ

64 ビット

ハードウェア  プロセッサ Intel Core 2 Duo

 ディスク容量 : 実行用 2GB ( 推奨 )

 ディスプレイ解像度 : 1024 × 768 (256 色 ) 最小

TCP ポート 7628

項目 要件

バージョン 10.11.x 

サポートされるアーキ
テクチャ

64 ビット

ハードウェア  プロセッサ Intel Core 2 Duo

 ディスク容量 : 実行用 2GB ( 推奨 )

 ディスプレイ解像度 : 1024 × 768 (256 色 ) 最小
ZENworks 2017 Update 2 システム要件 13



3.3.5 Macintosh 10.12.x (Sierra)

3.3.6 Macintosh 10.13.x (High Sierra)

注 : アスタリスク (*) は、そのプラットフォームが後方互換性モードでサポートされる (11.x バー

ジョンのエージェントが実行される ) ことを示しています。

4 サテライト要件
サテライトは、認証、情報収集、コンテンツ配布、イメージングなど、ZENworks プライマリサー

バが通常実行する役割の一部を実行できる管理対象デバイスです。サテライトには任意の管理対象
Windows デバイス、Macintosh デバイス、または Linux デバイス ( サーバまたはワークステーショ

ン ) を使用できますが、プライマリサーバは使用できません。

詳細情報については、次のセクションを参照してください。

 15 ページのセクション 4.1「Windows サテライト要件」

 16 ページのセクション 4.2「Linux サテライト要件」

 17 ページのセクション 4.3「Macintosh サテライト要件」

TCP ポート 7628

項目 要件

項目 要件

バージョン 10.12.x 

サポートされるアーキ
テクチャ

64 ビット

ハードウェア  プロセッサ Intel Core 2 Duo

 ディスク容量 : 実行用 2GB ( 推奨 )

 ディスプレイ解像度 : 1024 × 768 (256 色 ) 最小

TCP ポート 7628

項目 要件

バージョン 10.13.x 

サポートされるアーキ
テクチャ

64 ビット

ハードウェア  プロセッサ Intel Core 2 Duo

 ディスク容量 : 実行用 2GB ( 推奨 )

 ディスプレイ解像度 : 1024 × 768 (256 色 ) 最小

TCP ポート 7628
14 ZENworks 2017 Update 2 システム要件



4.1 Windows サテライト要件

サテライトの役割を実行する Windows デバイスは、6 ページのセクション 3.1「Windows 管理対象

デバイスの要件」のリストに表示された Windows 管理対象デバイスの最小要件を満たす必要があ

りますが、次の例外があります。

 Windows Embeded XP は、サテライトデバイスとしてサポートされたワークステーションオペ

レーティングシステムではありません。

次の表は、追加の Windows サテライト要件を示しています。

項目 要件 追加の詳細

ZENworks エージェン

トバージョン

ZENworks プライマ

リサーバと同じバー
ジョン

サテライトを作成する場合、ZENworks プライマリサー

バをサテライトの親サーバとして指定します。サテライ
トの Agent バージョンは、親プライマリサーバと同じ

バージョンである必要があります。たとえば、親プライ
マリサーバのバージョンが 2017 の場合、サテライトの

Agent バージョンは 11.4.3 にできません。

ファイアウォール設定: 
TCP ポートを開く

80 コンテンツ複製で使用されます。

443 CASA 認証で使用されます。

998 プレブートサーバで使用 (novell-pbserv)。 

プレブートサーバ (novell-pbserv) は ZENworks 
Configuration Managemet でのみ使用されます。

7019 プロキシの結合で使用されます。

ファイアウォール設定: 
UDP ポートを開く

67 プロキシ DHCP が DHCP サーバと同じデバイスで実行

していない場合に使用します。

69 イメージング TFTP で使用されますが、各 PXE デバイ

スに対してランダムな UDP ポートを開くため、ファイ

アウォールを越えては機能しません。

イメージング TFTP は ZENworks Configuration 
Management でのみ使用されます。

997 イメージングサーバがマルチキャストに使用します。 

イメージングサーバは ZENworks Configuration 
Management でのみ使用されます。

4011 プロキシ DHCP が DHCP サーバと同じデバイスで実行

されている場合に使用します。ファイアウォールは、
Proxy DHCP Service へのブロードキャストトラフィッ

クを許可するように設定する必要があります。

13331 zmgpreboot ポリシーで使用されますが、各 PXE デバイ

スに対してランダムな UDP ポートを開くため、ファイ

アウォールを越えては機能しません。

zmgpreboot ポリシーは ZENworks Configuration 
Management でのみ使用されます。
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4.2 Linux サテライト要件

サテライトの役割を実行する Linux デバイスは、10 ページのセクション 3.2「Linux 管理対象デバ

イスの要件」のリストに表示された Linux 管理対象デバイスの最小要件を満たす必要があります。

次の表は、追加の Linux サテライト要件を示しています。

項目 要件 追加の詳細

ZENworks エージェン

トバージョン

親 ZENworks プライマリサーバと同じ

バージョン

サテライトを作成する場合、
ZENworks プライマリサーバをサテ

ライトの親サーバとして指定しま
す。サテライトの Agent バージョ

ンは、親プライマリサーバと同じ
バージョンである必要があります。
たとえば、親プライマリサーバの
バージョンが 2017 の場合、サテラ

イトの Agent バージョンは 11.4.3
にできません。

ファイアウォール設定: 
TCP ポートを開く

80 Tomcat の非セキュアポートで使用

されます。

443 CASA 認証で使用されます。

998 プレブートサーバで使用 (novell-
pbserv)。

プレブートサーバ (novell-pbserv)
は ZENworks Configuration 
Managemet でのみ使用されます。

7628 ZENworks Agent で使用されます。

8005 Tomcat でシャットダウン要求のリ

スンに使用されます。これはロー
カルポートで、リモートでアクセ
スできません。

8009 Tomcat AJP コネクタで使用されま

す。

7019 プロキシの結合で使用されます。

ファイアウォール設定: 
UDP ポートを開く

67 プロキシ DHCP が DHCP サーバと

同じデバイスで実行していない場
合に使用します。

69 イメージング TFTP で使用されま

すが、各 PXE デバイスに対してラ

ンダムな UDP ポートを開くため、

ファイアウォールを越えては機能
しません。

イメージング TFTP は ZENworks 
Configuration Management でのみ

使用されます。
16 ZENworks 2017 Update 2 システム要件



4.3 Macintosh サテライト要件

サテライトの役割を実行する Macintosh デバイスは、12 ページのセクション 3.3「Macintosh 管理

対象デバイスの要件」のリストに表示された Macintosh 管理対象デバイスの最小要件を満たす必要

があります。 

次の表は、追加の Macintosh サテライト要件を示しています。

997 イメージングサーバがマルチキャ
ストに使用します。

イメージングサーバは ZENworks 
Configuration Management でのみ

使用されます。

4011 プロキシ DHCP が DHCP サーバと

同じデバイスで実行している場合
に使用します。ファイアウォール
は、Proxy DHCP Service へのブ

ロードキャストトラフィックを許
可するように設定する必要があり
ます。

13331 zmgpreboot ポリシーで使用されま

すが、各 PXE デバイスに対してラ

ンダムな UDP ポートを開くため、

ファイアウォールを越えては機能
しません。

zmgpreboot ポリシーは ZENworks 
Configuration Management でのみ

使用されます。

項目 要件 追加の詳細

項目 要件 追加の詳細

ZENworks エージェン

トバージョン

親 ZENworks プライマリサーバと同じ

バージョン

サテライトを作成する場合、
ZENworks プライマリサーバをサテ

ライトの親サーバとして指定しま
す。サテライトの Agent バージョ

ンは、親プライマリサーバと同じ
バージョンである必要があります。
たとえば、親プライマリサーバの
バージョンが 2017 の場合、サテラ

イトの ZENworks Agent バージョ

ンは 11.4.3 にできません。

ファイアウォール設定: 
TCP ポートを開く

80 HTTP の非セキュアポートに使用さ

れます。

7628 ZENworks Agent で使用されます。
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5 データベースの要件
ZENworks 2017 のデフォルトとして使用できる組み込み Sybase SQL Anywhere データベース以外

のデータベースを ZENworks データベースとして使用する場合、そのデータベースは次の要件を満

たしている必要があります。

項目 要件

データベースバージョン  Oracle 11g R2 バージョン 11.2.0.4 Standard Edition、Enterprise 
Edition、および Oracle RAC ( パーティショニング機能ありまたはな

し ) パーティショニング機能については、「パーティショニング機能

を備えた Oracle Enterprise」を参照してください。

 Oracle 12c R1 バージョン 12.1.0.2 Standard Edition、Enterprise 
Edition、および Oracle RAC ( パーティション機能ありまたはなし )

 Oracle 12c R2 バージョン 12.1.0.2 Standard Edition、Enterprise 
Edition、および Oracle RAC ( パーティション機能ありまたはなし )

 Microsoft SQL Server 2008 SP3以上 (Clusterを含む ) (Standardおよび

Enterprise の各エディション )

 Microsoft SQL 2008 R2 SP3 以降 (Cluster を含む ) (Datacenter、
Standard、Enterprise の各エディション )

 Microsoft SQL Server 2012 SP3 以降 (Cluster を含む ) (Standard、
Enterprise、Business Intelligence の各エディション )

 Microsoft SQL Server 2014 以降 (Cluster を含む ) (Standard、
Enterprise、Business Intelligence の各エディション )

 Microsoft SQL Server 2016、2016 SP1 (Cluster を含む ) (Standard およ

び Enterprise の各エディション )

 Microsoft SQL Server 2017 (Clusterを含む) (StandardおよびEnterprise
の各エディション )

 Sybase Anywhere 17 ( および最新の電子バグフィックス )

 PostgreSQL 9.5.8

注 : ZENworks Reporting はサポートされていません。

注 : ZENworks で Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC) を使用す

る計画の場合は、次の情報を参照してください。

 Oracle RAC One Node in Oracle 11.2.0.1 Solution for ZCM (http://
www.novell.com/communities/node/13805/oracle-rac-one-node-11201-
solution-zcm)

 Oracle RAC 11.2.0.1 - 2 Node Cluster Solution for ZCM (http://
www.novell.com/communities/node/13806/oracle-rac-11201-2-node-
cluster-solution-zcm)

データベースサーバのホス
ト名

データベースサーバのホスト名は、ドメインネームサーバサービスで解決
可能である必要があります。
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TCP ポート サーバはデータベースポート上のプライマリサーバ通信を許可する必要が
あります。MS SQL の場合は、データベースサーバ用の静的ポートを設定

してください。

デフォルトのポート :

 MS SQL は 1433 

 Sybase SQL は 2638

 Audit Sybase DB は 2639

 Oracle は 1521

 組み込み PostgreSQL は 54327 

 外部PostgreSQLは5432 (必要に応じて別のポートを割り当てることが

できる )

競合する場合はデフォルトのポート番号を変更します。ただし、プライマ
リサーバがデータベースと通信するようにポートが開いている必要があり
ます。 

UDP ポート MS SQL は 1434 (ZENworks でデータベースの名前付きインスタンスを使

用する場合 ) 

WAN に関する注意事項 プライマリサーバと ZENworsk データベースは同じネットワークセグメン

ト上に存在する必要があります。プライマリサーバは WAN 経由で

ZENworks データベースに書き込むことはできません。

デフォルトの文字セット Sybase の場合は、UTF-8 文字セットが必要です。

MS SQL の場合には、ZENworks は特定の文字セットを必要としません。

ZENworks は、MS SQL でサポートされるすべての文字セットをサポート

します。

Oracle の場合、NLS_CHARACTERSET パラメータを AL32UTF8 に設定

し、NLS_NCHAR_CHARACTERSET パラメータを AL16UTF16 に設定す

る必要があります。既存の Oracle データベースが別の文字セットでインス

トールされている場合、AL32UTF8 文字セットに移行してください。

Oracle のサポートに問い合わせてください。

照合 ZENworks は、MS SQL データベースの大文字小文字を区別するインスタ

ンスではサポートされません。したがって、データベースが大文字小文字
を区別しないことを確認してから、データベースをセットアップする必要
があります。

データベースユーザ ZENworks データベースユーザがリモートデータベースに接続するのに制

約がないかどうかを確認してください。

たとえば、ZENworks データベースユーザが Active Directory ユーザである

場合は、Active Directory のポリシーでリモートデータベースへの接続が

ユーザに許可されているかどうかを確認します。

項目 要件
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6 Reporting Server のサポート

7 LDAP ディレクトリ要件

ZENworks 2017 では、ユーザへのコンテンツの割り当て、ZENworks 管理者アカウントの作成、

ユーザとデバイスの関連付けなどのユーザ関連タスクに関して、既存のユーザソース ( ディレクト

リ ) を参照できます。LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) は、ディレクトリと相互作用す

るために ZENworks によって使用されるプロトコルです。

項目 要件

ZENworks Reporting Server のプ

ラットフォーム

ZENworks Reporting Server のアプライアンス

ZENworks Reporting Server の後方

互換性 ( 古いバージョンのサポー

ト )

ZENworks 11.4.x 以降

ブラウザ 24 ページのセクション 10「管理ブラウザ要件」を参照してください。

データベース 18 ページのセクション 5「データベースの要件」を参照してください。

項目 要件

LDAP バージョン LDAP v3

OPENLDAP はサポートされていません。ただし、SUSE Linux サーバに

eDirectory がインストールされている場合は、eDirectory をユーザソースとし

て使用できます。LDAP v3 を使用する場合、eDirectory のインストール時に指

定した代替ポート ( デフォルトポートは OPENLDAP が使用している可能性が

あるため ) を使用して Linux サーバ上の eDirectory にアクセスできます。

信頼されたユーザソー
ス

 Novell eDirectory 8.7.3、8.8、9.0 ( サポートされているすべてのプラット

フォーム )

eDirectory をユーザソースとして使用する場合は、2 名の eDirectory ユー

ザが同じユーザ名とパスワードを使用しないようにしてください。ユー
ザ名が同一でも、パスワードは別のものにしてください。 

 Microsoft Active Directory (Windows 2000 SP4 以上に付属 )

 DSfW (Domain Services for Windows) 

LDAP ユーザアクセス ZENworks は、LDAP ディレクトリへの読み込みアクセスのみが必要です。詳

細については、「システム設定」の「ユーザソースへの接続」を参照してくだ
さい。

LDAP 認証 単純認証

単純認証では、アプリケーションが識別名 (DN) およびその識別名のクリアテ

キストパスワードを提供します。単純認証を使用するには、クライアントが既
存の LDAP エントリの識別名 (DN)、およびそのエントリの userPassword 属

性と一致するパスワードを提供する必要があります。また、管理者は
ZENworks コントロールセンターの［環境設定］ページを使用して、識別名

(DN) とクリアテキストパスワードを入力することもできます。 
20 ZENworks 2017 Update 2 システム要件



8 インベントリ対象デバイスの要件
ZENworks 2017 を使用してワークステーションとサーバのインベントリを取るには、これらのデバ

イスにインベントリのみモジュールを展開します。 

重要 : ZENworks 製品に、プラットフォームに関する問題によって引き起こされる問題がある場合

は、次のサポート基準が適用されます。

 Novell は、プラットフォームベンダが通常サポートしているプラットフォームはサポートして

います。 

 プラットフォームベンダが、特別な契約 ( 拡張サポートなど ) を通じてインストールをサポート

している場合、そのサポートインフラストラクチャを Novell にまで広げて問題を解決すること

が期待されます。

 プラットフォームベンダがプラットフォームをまったくサポートしない場合、Novell が追加の

サポートを提供することはありません。

インベントリのみデバイスは、次の要件を満たしている必要があります。

項目 要件

オペレーティングシス
テム : サーバ

 Mac OS X 10.10 ～ 10.12

 Windows 2012 Server x86_64 (Foundation、Essential、Standard、および

Datacenter)

 Windows 2012 R2 Server x86_64 (Foundation、Essential、Standard、
Datacenter)

 Windows 2016 Server x86_64 (Essential、Standard、Datacenter および

Storage)

 SLES 11 SP3 x86、x86-64 (Intel プロセッサと AMD Opteron プロセッサ )

 SLES 11 SP4 x86、x86-64 (Intel プロセッサと AMD Opteron プロセッサ )

 SLES 12 x86、x86_64

 SLES 12 SP1 x86、x86_64

 SLES 12 SP2 x86、x86_64

 SLES 12 SP3 x86、x86_64

 Open Enterprise Server 2015 (OES 2015) x86 および x86_64

 Open Enterprise Server 2015 SP1 (OES 2015 SP1) x86 および x86_64

 Open Enterprise Server 2018 x86_64
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オペレーティングシス
テム : ワークステー

ション

 Mac OS X 10.10 ～ 10.12

 Windows 7 SP1 x86、x86-64 (Professional エディション、Ultimate エディ

ション、および Enterprise エディション )

 Windows Embedded 7 SP1

 Windows 8 x86、x86_64 (Professional エディションおよび Enterprise エ

ディション )

 Windows Embedded 8

 Windows 8.1 Enterprise および Professional x86 および x86_64

 Windows Embedded 8.1 

 Windows 10 x86、x86_64 (Professional、Education、Enterprise の Fall 
Creators Update まで )

 Windows 10 x86, x86_64 (Enterprise 2016 LTSB エディションまで )

 Windows Embedded 10 (LTSB エディション )

 Windows 2008 R2 SP1 x86_64 (Standard、Enterprise、Datacenter)

 SLED 11 SP3 x86、x86_64 (Intel プロセッサおよび AMD Opteron プロセッ

サ )

 SLED 11 SP4 x86、x86_64 (Intel プロセッサおよび AMD Opteron プロセッ

サ )

 SLED 12 x86、x86_64

 SLED 12 SP1 x86、x86_64

 SLED 12 SP2 x86、x86_64

 SLED 12 SP3 x86、x86_64

 Red Hat Enterprise Linux 6.7 および 6.8 (RHEL 6.7 および RHEL 6.8) x86、
x86_64 (AS および ES)

 * RHEL 7.0、7.1 ( サブスクリプションなし )

 RHEL 7.2、7.3、7.4 ( サブスクリプションなし )

 科学 Linux 6.7 および 6.8、x86、x86_64

 * 科学 Linux 7.0、7.1 ( サブスクリプションなし )

 科学 Linux 7.x、x86_64 ( サブスクリプションなし )

アスタリスク (*) は、そのプラットフォームが後方互換性モードでサポートさ

れる (11.x バージョンのエージェントがサポートされる ) ことを示しています。

オペレーティングシス
テム : シンクライアン

トセッション

 Windows Server 2012 SP2 

 Windows Server 2012 R2 SP1 

 Windows 2016 Server x86_64 

 Citrix XenApp 6.0、6.5、7.6 以降

インベントリのみモ
ジュール

ZENworks 2017 をネットワークにインストールしたら、前に示したデバイス

をインベントリに含めるために、このモジュールを前に示したデバイスにイン
ストールする必要があります。詳細については、『ZENworks 検出、展開、リ

タイアリファレンス』の「インベントリのみモジュールの展開」を参照してく
ださい。

項目 要件
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9 モバイル管理のサポート

ハードディスク : ディ

スク容量

インベントリのみのモジュールには、次の最小ディスク容量が必要です。

 Linux: 900KB

 Windows: 15MB

 Mac OS: 8MB

項目 要件

項目 要件

ブラウザのサポート - EUP  Google Chrome

 Firefox ESR 45、52 および Firefox 56 以降

 Internet Explorer 11 および Edge

 Safari

ブラウザのサポート - モバイルデバ

イス

 Android 版 Google Chrome

 iOS 向け Safari

モバイル OS のサポート  Android 4.4 以降

 iOS 9.0 以降

 Windows 8.0 以降 (ActiveSync のみ )

ActiveSync サーバのサポート  ActiveSync サーババージョン 12.1( 以下にバンドル )

 Microsoft Exchange 2007 以降

 Groupwise Mobility 2014.x および 2018

ActiveSync クライアントのサポート  Exchange ActiveSync 12.1 以降。サポート対象のモバイルオペ

レーティングシステムのプラットフォームでテストされているこ
と。 
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10 管理ブラウザ要件
ZENworks コントロールセンターを実行してシステムを管理するワークステーションまたはサーバ

が次の要件を満たしていることを確認します。

11 ユーザ要件のインストール
インストールプログラムを実行するユーザは、デバイスに対する管理者権限またはルート権限を
持っている必要があります。例 :

 Windows: Windows 管理者としてログインします。

 Linux: root でないユーザとしてログインする場合は、su コマンドを使用して権限を root に昇

格させてから、インストールプログラムを実行します。

12 サポートされるスマートカードおよびスマートカード
リーダ 
ZENworks ログインでサポートされるスマートカードおよびスマートカードリーダについては、

『Novell Enhanced Smart Card Method Installation and Administration Guide (http://www.novell.com/
documentation/iasclient30x/nescm_install/data/b7gwvo2.html)』を参照してください。

ZENworks Full Disk Encryption を使用している場合、ZENworks Full Disk Encryption Pre-Boot 
Authentication および通常の ZENworks ログインの両方でサポートされているスマートカードにつ

いては、『ZENworks Full Disk Encryption Agent リファレンス』の「Supported Smart Card 
Terminals and Tokens ( サポートされるスマートカード端末およびトークン )」を参照してくださ

い。

13 保証と著作権
保証と著作権、商標、免責事項、保証、輸出およびその他の使用制限、米国政府の規制による権利、
特許ポリシー、および FIPS コンプライアンスの詳細については、https://www.novell.com/company/
legal/ を参照してください。

Copyright © 2018 Micro Focus Software Inc. All Rights Reserved.

項目 要件

Web ブラウザ 次の Web ブラウザがサポートされています。

 Internet Explorer 11 以降

 Firefox バージョン 58 以上

 Firefox ESR バージョン 52 

 Edge 40 以降

 Chrome バージョン 55 以降 ( 実験段階のサポート )

注 : ZCC Helper に依存する機能の管理は、Windows デバイスと SUSE Linux 
Enterprise デバイスでのみサポートされます。

TCP ポート 管理対象デバイス上でのリモートセッションに対するユーザの要求を満たすに
は、Remote Management リスナを実行するためにデバイス上でポート 5550
を開く必要があります。 
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